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This paper reconstructs fire disasters, recorded in the Kyoto-Hinode Times, a major newspaper in Taisho-period 
Kyoto. In order to make a fire disaster a dataset, we searched articles with “fire” and words related to it as 
keywords from articles of the Times. Among them, we can put about 1,000 cases on a map of Kyoto. Based on 
these reconstructed fires, we analyze their geographical distribution by using GIS. Our research results demonstrate 
that the inner-city fires tended to remain disasters on a smaller scale. With these results, we argue that combination 
of GIS and newspaper articles can suggest urbanites' activities in places where we cannot clearly know only from 
historical census. 
 






ᶖ防出張所の配備 1)などㆃ々としたᱠみながら、ハード面の強化が行われた。さらに大正 10 年ઍには近ઍ的な京
都市の都市計画が構想されることにも注目しなければならない 2)。また当⹥時期は、京都市の㇠外化が問題になっ
ており、大正期京都の災害の発生動向を検討することは、今日的な防災政策を検討する上で意義があろう。 





































正元)年発行の正ᑼ 2 ਁ分の㧝地形図 10)上にポイントデータでౣ現した。この地形図は、大正期京都の都市域を把
握するのにㆡしている上、どの地点で火災が発生していたのか、つぶさに⏕認することができる。なお、今回「新
⡞データࡌース」から火災に関する記事 11)は、1,551 件であった。その中で 1,095 件が火災の報道記事で、そのう




まず個೎の事例分ᨆを行う前に、1913(大正 2)年から 1926(大正 15)年までの復原に成ഞした 1,016 件の火災の発
生௑向について述べておきたい。図 1 からは大正期京都の全域で、かなりの数の火災が発生していることが⺒み取














  ࿑ 1 ᄢᱜ期੩都の火災⊒↢地ὐとⷙᮨ（ޡ੩都ᣣ಴ᣂ⡞ޢの火災⸥੐より૞ᚑ） 
（Ꮐ：ᄢᱜ期੩都の都市域  ฝ：྾᧦ᣂ੩ᭂの๟ㄝ） 
 
࿑2 ᄢᱜ期੩都の火災⊒↢地ὐのⓨ㑆密ᐲとⷙᮨ（ޡ੩都ᣣ಴ᣂ⡞ޢの火災⸥੐より૞ᚑ） 







 ྾条新京極ઃ近で発生した火災は、「新⡞データࡌース」では 10 例が⏕認されている（表 1：A㨪J）。このうち、
഍場や⦼居小屋など大ⷙᮨな建造物からの出火が 6 割を占めている（表 1：A・B・C・D・F・H）。大火の⹦⚦な
分ᨆは╙ 5 章で行うが、1915（大正 4）年 8 月には、全半焼合わせて 18 ᚭが関係する大火が起っている（表 2：記










































⴫ 1 ྾᧦ᣂ੩ᭂ๟ㄝの火災に㑐する⸥੐の要ᣦ（ޡ੩都ᣣ಴ᣂ⡞ޢより年代㗅に૞ᚑ） 
年月日 ⸥事タ䉟トル ⸥事要ᣦ



















㪚 5 䂾 大ᱜ5年5月22日 ์༷大事䈮 21日ඦ前10時ඨ╙二੩ᭂのᄸⴚ䊶万ᱦの仮設興行場気᥍し㙚䈎䉌出火し䈢が、䈜のこ2ᨎ䉕焼䈇䈢䈣䈔䈪㎾火し䈢䇯ේ࿃䈲⺞ᩏਛ䈣が、ᕟ䉌䈒ᾍ⨲のๆᲖ䈪䈅䉎䇯
㪛 6 䂾 大ᱜ6年9月20日 ੩ᭂの小火㛍䈑 19日ඦ後1時㗃ᣂ੩ᭂ౎千ઍ㙚䈪ᤋ画の⹜౮ਛ䈮、䊐ィル䊛䈎䉌出火䈜䉎㛍䈑が䈅䈦䈢が、㙚内の人間が消火し大事䈮䈲䈭䉌䈭䈎䈦䈢䇯観ቴの入場前の出来事䈣䈦䈢の䈪大き䈭㛍䈑䈮䈲䈭䉌䈭䈎䈦䈢䇯









㪞 9 䂾 大ᱜ12年2月12日 ᣂ੩ᭂの火事 19日ඦ前11時市内ᣂ੩ᭂ྾᧦上䉎メリ䊟ス໡ᣇと隣ኅのធ合ㇱ分付近䈎䉌出火、ᤤ間の䈢䉄消防のઁ䈮隣人
が㚟䈔䈧䈔䈜䈓䈮火䉕消し止䉄䈢䇯ේ࿃䈲ᾍ⓭䈎䉌の㘧䈶火䈪䈅䉎䇯
㪟 10 䂾 大ᱜ12年6月14日 ⋧生഍場の出火㛍䈑
12日ඦ後9時5分㗃╙二੩ᭂ⋧生഍場入口のⵝ㘼電Ἦ䈎䉌出火し、䈜䈓䈮消火し䈢が、ᒰ時ห഍場䈪䈲Ṷ഍が
上Ṷ䈘䉏䈩䈍䉍、火事の一報䉕⡞䈇䈢ਸ਼ቴが䊌ニ䉾䉪䉕⿠し一時現場䈲㛍ὼと䈭䈦䈢䇯
㪠 11 䂾 大ᱜ14年3月1日 ᓮᐘ↸の小火 ᤓ月28日ඦ後5時42分、ਅ੩区ᓮᐘ↸ኹ↸྾᧦上䉎྾十౎⇟地の㉟ᴤ໡ᣇ䈎䉌出火、ኅ人が大事䈮䈭䉎前䈮消火し䈢䇯ේ࿃䈲⺋䈦䈩コタ䉿䈮入䈦䈢ᐳᏓ࿅䉕䈎ば䉖の上䈮᡼置し䈩䈇䈢ところ、再ᐲ出火し䈢䈢䉄䇯
































本Ⓜでは、大正期京都の大火の中でもⵍ害ᚭ数が特に大ⷙᮨな 5 つの大火 18)を᛽出、分ᨆした（表 2）。᛽出し
た 5 例を分ᨆすると、大火となる火災には共通性があることが⺒み取れる。まず、①道路の幅が狭く人ኅが密集し
ている（表 2：B・C・D・E）、②防火ᩖ╬の防火⸳備の整備がᖡい（表 2：A・B・D・E）、Ԛᶖ防㓌の೔着に時間

















































































































































1) 「ᶖ防界の新ᆭ力」, 京都日出新⡞, 1921(大正 10)年 1 月 24 日ᄕೀ. 
 オートバイクのࡎースㆇ៝車は、「ᶖ防界の新ᆭ力」として⚫੺された。 
 また、ᶖ防自動車は、1925(大正 14)年 6 月に 1 台ㅊ加配備されている。ᶖ防出張所は 1925(大正 14)年 11 月に下京ᶖ防⟑の౎
ဈ分⟑（所在地は下京区ᑝ道松原下る᪢林↸）で、⠉年౎ဈ⟑に昇ᩰしている。 
2)ᦺ田ஜᄥ: データࡌースを用いた防災史研究の可能性, 歴史都市防災論文集 2, pp.1-6, 2008. 
 「新⡞データࡌース」では、在郷ァ人会や㕍年࿅などの半ቭ半民的な⚵❱といわれた⻉࿅体の⑳的なᶖ防⚵結成やᶖ防活動
への貢献が見受けられる事例を一部⚫੺している。しかし、「新⡞データࡌース」の᭎要を⚫੺するにᱛまっている。 
3) ᷰㆺᵏፏ・Ⴆ本章ብ・赤⍹直⟤・松本ஜᄥ㇢・吉⿧ᤘਭ・ 平ඳ文: GIS を用いた歴史災害の時空間分ᨆ㧙12 世♿平安京の
火災を事例に㧙, 人文科学とコンࡇュータシンポジ࠙ࡓ論文集 vol.2007, no.15（情報ಣ理学会シンポジ࠙ࡓシリー࠭）, 
pp.131-138, 2007. 
4) Ⴆ本章ብ・赤⍹直⟤・ᷰㆺᵏፏ・ᦺ田ஜᄥ・ ጟ秀ᄥ・吉⿧ᤘਭ・ 平ඳ文: 13 世♿平安京における火災発生地域の復原ʊGIS
を用いた都市空間構造の分ᨆ, 日本地理学会発表要ᣦ集 no.75, p104, 2009. 
5) 京都歴史災害研究会: 京都歴史災害研究 8, 2008. 
6) 前ឝ2) . 
 「新⡞データࡌース」の内ኈの検討は本文に記タした通り、本Ⓜ執筆者の一人のᦺ田によって行われている。 










10) ①㒽地᷹㊂部: 京都北部, 1909 (明ᴦ 42)年᷹㊂ 1912(大正元)年⵾版, 1912(大正元)年 8 月 25 日ශ೚ 同 8 月 30 日発行. 
②㒽地᷹㊂部: 京都南部, 1909 (明ᴦ 42)年᷹㊂ 1912(大正元)年⵾版, 1912(大正元)年 8 月 10 日ශ೚ 同 11 月 15 日発行. 
Ԛ㒽地᷹㊂部: 大原野, 1909 (明ᴦ 42)年᷹㊂ 1912(大正元)年⵾版, 1912(大正元)年 9 月 25 日ශ೚ 同 9 月 30 日発行. 
ԛ㒽地᷹㊂部: ᎂጾ, 1909 (明ᴦ 42)年᷹㊂ 1912(大正元)年⵾版, 1912(大正元)年 11 月 25 日ශ೚ 同 11 月 30 日発行. 
11) 「新⡞データࡌース」には、防災ት伝や火災の統計記事なども฽んで૞成されている。ただし、防災ት伝や統計記事は本Ⓜ
では割愛し、火災記事は 1,095 件になった。 
12) この点に関しては、╙ 4 章で後述する。 
13) ①「学ᩞに防火ᩖ⸳備をᦸ߻」, 京都日出新⡞, 1924(大正 13)年 1 月 25 日ᄕೀ. 
   学ᩞの防火⸳備の不備を早急にᡷༀすべきとしている。 
   ②「ᶖ防⟑の大活動」, 京都日出新⡞, 1924(大正 13)年 1 月 24 日ᄕೀ. 
   水道や道路の幅員の狭さから྾条新京極ઃ近で大火が起りやすいことを指៰している。 
   Ԛ「心⚦いᶖ防自動車」, 京都日出新⡞, 1924(大正 13)年 1 月 25 日ᄕೀ. 
14) 「大典中の新京極」, 京都日出新⡞, 1915(大正 4)年 10 月 26 日. 
15) 田中ㄒ之助: 京極ᴪ㕟史, 新ᠠ京都ฌ書ೀ行会, 新ᠠ京都ฌ書 1 Ꮞ , ⥃川書ᐫ, pp.348-516, 1987. 
16) 前ឝ 15), p404. 
17) 前ឝ 15), p485. 
 「自身⇟」のᶖ防活動については、p486 にឝタされている。 
18) 本Ⓜで言う大火とは、ޡ京都日出新⡞ޢにおいて、大火として報じられている 10 軒以上のⵍ害を受けた火災を指す。ただし
本Ⓜでは、特にⵍ害の大きかった上位 5 位の大火を取り上げて検討している。その理↱は、図 1・2 にも示している通り、ⵍ
害ⷙᮨが 17 軒を境に二極化しており、その原因を探ることでより大正期京都の大火の検⸽をᷓめられると考えたからである。 
また表 2 に᜼げた大火以外に、1917(大正 6)年 2 月 22 日ᦺೀにឝタされている「ୃ学㒮村の大火」も、17 軒にⵍ害を与えた
「大火」である。しかし、今回本Ⓜが対象としている京都にୃ学㒮村は฽まれないため割愛した。
19) 表 2 の記事要ᣦからわかるように、大火であっても報道内ኈに♖☻があり、記事からは大火の᭎要がうまく⺒み取れないも
のもあった。 
20) 「࠵ࡖンと㡆つたら困る西㒯ᶖ防」, 京都日出新⡞, 1919(大正 8)年 6 月 30 日ᄕೀ. 
21) 「都市計画上の土地区画整理（一）」, 京都日出新⡞, 1925(大正 14)年 5 月 27 日ᦺೀ. 
22) 前ឝ 21). 
23) 前ឝ 21). 
24) 前ឝ 21). 
25) 「഍場の火事に✼のᷓい火の₹小௯の㕒間」, 京都日出新⡞, 1924(大正 13)年 1 月 24 日ᦺೀ. 
26) 「東都の震災に㐓み京都市都計案の根本的変更」, 京都日出新⡞, 1923(大正 12)年 10 月 11 日ᄕೀ. 
1923（大正 12)年 10 月に、関東大震災をᢎ⸠とし、近ઍ的な都市計画が立案される。྾条ὖਣを⠴火建築にする計画が持ち
上がっている。1924（大正 13）年には、ᛶ᛫を受けながらも道路拡張などの一部が実行されている。それにも関わらず、྾
条新京極の火災への⣀ᒙ性に対する言及と都市計画を関連づけた発言がされていないのは注目すべきであろう（表 2：記事
⇟ภ 9）。また、自ⴡ的なᶖ防⸳備の⸳置を൘める記事もឝタされており、その点も⥝味ᷓい（表 2：記事⇟ภ 11）。 
①「྾条高ୖ大ਣ๓᦯ᐫ全焼」, 京都日出新⡞ , 1921(大正 10)年 8 月 16 日ᄕೀ. 
  ②「防火⸳備のない木造の大建築は危険」・「዁᧪の市街建築」, 京都日出新⡞, 1919(大正 8)月 17 日ᦺೀ. 
   大ਣは 1921(大正 10)年 8 月 16 日に全焼している。この時、防火⸳備のない木造大ⷙᮨ建造物の危険性が認識され、市内
中心部の大ⷙᮨ建造物をコンクリート造╬の⠴火建築にするようޡ京都日出新⡞ޢ上で議論がዷ開されている。 
27)「㕖Ᏹの場合に備えんとᶖ防員千ฬの大増員」, 京都日出新⡞, 1923(大正 12)年 9 月 15 日ᦺೀ.
   関東大震災後の京都では᭽々な防災関連の議論がなされる。例えば、大震災と火災で水道が૶えなくなった時に備えた「破
უᶖ防」を行う人員の⏕保を京都ᐭ⼊ኤ部㐳が求めている。 
－180－
